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執
行
委
員
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西
村
恭
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執
行
副
委
員
長      

足
立
恭
信
（
市
科
学
技
術
） 

書 

記 

長          

岩
井 

誠
（
武
庫
荘
総
合
） 

書
記
次
長          

阪
本
真
人
（
西
宮
甲
山
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清
家
大
毅
（
尼
崎
西
） 

執
行
委
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村
上
文
章
（
川
西
緑
台
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花
房
周
英
（
県
尼
崎
） 

                  

齊
藤
由
季
（
武
庫
荘
総
合
） 

                  

立
尾 

仁
（
視
覚
特
支
） 

                  

棟
安
信
博
（
姫
路
西
） 

                  

船
脇
吉
広
（
高
等
特
支
） 

監
査
委
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杉
原
俊
輝
（
川
西
明
峰
） 

                  

西
林  

光
（
東
は
り
ま
特
支
） 

書 

記             

志
水
ひ
と
み 

 

 

 

本
部
役
員
選
挙
の
結
果
を
受
け
、２
０
２
３
年
度
の
兵
高
教
本

部
執
行
部
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。 

執
行
委
員
と
し
て
新
た
に
齊
藤
由
季
さ
ん
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。女
性
・青
年
層
の
視
点
か
ら
新
た
な
と
り
く
み
の
展

開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。な
お
、今
年
度
も
引
き
続
き
、志
水
ひ
と
み

さ
ん
に
書
記
局
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

執
行
部
と
支
部
・分
会
・す
べ
て
の
組
合
員
が
し
っ
か
り
と
つ
な

が
り
、地
に
足
の
着
い
た
実
践
を
積
み
上
げ
、兵
高
教
運
動
を
継

承
・発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

兵
庫
の
教
育
に
責
任
を
持
つ
教
職
員
組
合
と
し
て
、イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
、学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進
、様
々
な
教

育
諸
課
題
の
解
決
、現
業
職
員
の
職
の
あ
り
方
等
、教
職
員
を
と

り
ま
く
諸
問
題
の
克
服
に
と
り
く
み
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

全
・安
心
な
学
校
づ
く
り
、公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
基
づ
く
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

穏やかな春の陽ざしに包まれ、新年度が始まりました。学校

では新しいなかまを迎え、新学期に向けての準備が着々と進め

られていることでしょう。兵庫県の高等学校、特別支援学校に

採用されたみなさま、おめでとうございます。兵庫の学校教育

を共に支えていただくみなさまを心より歓迎いたします。子ど

もたちの豊かな学びを保障し、一人ひとりが尊重され安心して

いきいきと過ごせる学校をつくるために、力をあわせてとりく

んでいきたいと思います。 

ロシア・プーチン政権のウクライナ侵攻開始から、400 日が

経過しました。依然として停戦・和平への道筋は見えず、こう

している間にも子どもたちを含む一般市民の犠牲が増え続け

ていることに、心を痛めずにはおれません。一日も早い停戦・

和平を願う気持ちは、みなさん同じだと思います。日本政府は、

国民に犠牲を強い、非現実的な軍備増強策に邁進してかえって

国家間の緊張を高める愚策に走るのではなく、日本国憲法前文

の崇高な精神に基づき、平和を希求する国際社会と協調して和

平実現に向けてリーダーシップを発揮するべきです。 

２月には、トルコ南東部からシリア北部を大規模な地震が襲

いました。これまでに数万人が亡くなり、数百万人が家を失っ

たと伝えられています。多くの学校も被災し、多くの子どもた

ちが厳しい寒さの中で避難生活を強いられています。地震その

ものは自然災害ですが、大きな被害が出た要因としてずさんな

都市開発や違法建築の問題が指摘されています。12 年前の東

日本大震災の際の原発事故を思い出します。「今だけ、カネだ

け、自分だけ」という新自由主義的価値観が世界中に蔓延して

いる中での人災の側面も見逃してはなりません。 

日本の子どもたちもまた、必ずしも平和に安心して暮らせて

いるわけではありません。「子どもたちの 7 人に 1 人が貧困状

態にある」と言われて久しいですが、状況は一向に改善してい

ません。３年余りに及ぶ新型コロナウイルス感染症の蔓延によっ

て「厳しい立場の人びとにしわ寄せが行く」状況がさらに悪化し

ています。子どもたちに向き合い、子どもたちを全力で守り、学

びの保障のために日々奮闘している教職員も「定額働かせ放題」

と揶揄される給特法の下で、心身ともに疲れ切っています。 

人権課題へのとりくみについては、日本の現状は世界標準から

大きく乖離しており、国連の各種委員会から再三厳しい勧告を受

けていますが、政府の対応は一向に改善されません。 

このような厳しい社会情勢だからこそ、教職員組合の役割は今

まで以上に重要です。全国 47 都道府県に私たちと志を同じくす

るなかまがいます。教育インターナショナル（EI）を通じて 170

の国・地域の教職員団体とも連帯しています。教職員だけではあ

りません。全国・全世界の働くなかまともしっかりとつながって

います。教育研究活動をはじめ、多くのなかまとともに学ぶ機会

が保障されていることも、教職員組合の大きな財産です。学びの

中で真実を見つめ、恣意的に歪められた言説や偏見を打ち破り、

子どもたちの命と学びを守るためにとりくんでいきましょう。 

職場で、地域で、平和・人権・民主主義という普遍的価値を守

るために奮闘している全ての人々と助け合い、より良い社会の実

現にむけて、小さな声、小さな力を結集して少しずつ大きくして

いきませんか。 

近年、兵高教には若いなかまがどんどん増えています。平和・

人権・民主主義を守り「兵庫の教育に責任を持つ」兵高教の運動

に、さらに多くの教職員のみなさまが参加されることを心より願

っています。子どもたちのためにも、ともにがんばりましょう。 
 

 2023年 4月     

執行委員長 西村恭介 

 

つながる、学ぶ、助け合う。 
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兵高教第３７回中央委員会開催 
３
月
25
日
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
第
37
回

兵
高
教
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
西
村
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
今

春
卒
業
式
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
は
、
突
然
の
全
国
一
斉

休
校
の
下
で
入
学
し
、
３
年
間
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
下
で
、
学
校
行
事
を
は
じ
め
様
々
な

制
約
の
下
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
振
り
返

り
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
、
安
心
・
安
全
を
守
り
、
豊

か
な
学
び
の
保
障
の
た
め
に
日
々
力
を
尽
し
て
い
る
教

職
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
上
で
、
長
期
化
す

る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
触
れ
、「
い
か
な
る
理

由
が
あ
ろ
う
と
、
ひ
と
た
び
国
家
・
政
府
の
判
断
で
戦

争
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
犠
牲
と
な
る
の
は
社
会
的

弱
者
で
あ
り
、
一
般
市
民
で
あ
る
」
と
し
、
戦
争
を
回

避
す
る
手
段
は
軍
備
増
強
で
は
な
く
、
外
交
的
努
力
で

あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。
２
月
に
発
災
し
た
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
に
対
す
る

お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
被

害
が
出
た
要
因
と
し
て
、
ず
さ
ん
な
都
市
開
発
や
違
法

建
築
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
し
、
12
年
前
の
東

日
本
大
震
災
の
際
の
原
発
事
故
同
様
「
今
だ
け
、
カ
ネ

だ
け
、
自
分
だ
け
」
と
い
う
新
自
由
主
義
的
価
値
観
が

世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
中
で
の
人
災
の
側
面
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９

年
の
給
特
法
改
正
後
も
一
向
に
超
過
勤
務
の
縮
減
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
と
、
改
正
給
特
法
の
付
帯
決
議
に
基

づ
く
給
特
法
そ
の
他
の
関
係
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
む
け
た
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
与

党
側
や
文
科
省
が
給
特
法
の
枠
組
み
を
残
し
た
ま
ま
、

わ
ず
か
ば
か
り
の
教
職
調
整
額
引
き
上
げ
と
手
当
新
設

で
お
茶
を
濁
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判

し
、
政
策
制
度
実
現
の
た
め
の
と
り
く
み
強
化
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
第
１
号
議
案
「
と
り
く
み
の

経
過
お
よ
び
当
面
の
運
動
方
針
（
案
）」
が
岩
井
書
記
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
中
央
委
員
か
ら
は
「
観
点
別
評
価
に

つ
い
て
、
そ
の
目
的
等
が
教
員
の
間
で
正
し
く
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
生
徒
に
不
利
益
が
生
じ
て
い
る
」「
そ
も

そ
も
『
評
価
』
と
は
何
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
か
等
、

本
質
的
な
議
論
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」「
観
点
別
評
価
の
導
入
に
よ
っ
て
、
業
務
量
が
増

加
し
、
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
」「
安
全
衛
生
委
員

会
の
構
成
や
開
催
状
況
に
つ
い
て
、
他
校
の
実
情
を
知

り
た
い
」「
校
長
の
決
断
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
が

大
き
く
改
善
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
校
長
を
動
か
す
た

め
に
も
私
た
ち
が
積
極
的
に
提
言
す
る
こ
と
が
必
要
」

な
ど
、
各
学
校
の
現
状
を
ふ
ま
え
た
意
見
が
出
さ
れ
、

課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
「
観
点
別
評

価
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
自
身
で
も
議
論
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
学
習
会
等
を
検
討

し
た
い
」「
安
全
衛
生
委
員
会
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
少
数
職
種
か
ら
も
委
員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が

必
要
。
各
学
校
の
委
員
会
の
構
成
や
開
催
状
況
等
を
本

部
に
寄
せ
て
ほ
し
い
」「
県
立
学
校
長
の
裁
量
権
の
中
で

対
応
可
能
な
こ
と
が
多
く
、
ま
ず
校
内
で
し
っ
か
り
と

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
大
切
。
ま
ず
は
年
度
当
初
に
分

主催者あいさつ 

小西ひろのりさんからのメッセージ 

トルコ・シリア地震後の状況について 
 
２０２３年２月６日にトルコ南部とシリア北部を襲った強い地震と余震による壊滅的な被害

に対し、ＥＩは、被災した教職員、子どもたち、住民の支援にとりくむトルコのＥＩ加盟組織であ

るEğitim Senを支援するため緊急行動アピールを開始しました。日本教職員組合はいち早

く呼びかけに応え、トルコ・シリアへの緊急支援を決定しました。 
 
ＥＩは震災直後の数週間には、被災した組合員のための緊急救援活動にとりくみ、現在は

生活援助や心理的支援、移転支援など復興援助にもとりくんでいます。Eğitim Sen の代表

は、「国際労働運動からの連帯により、財政的にもその他の形でも大きく支援いただいてい

る」と報告しています。具体的には、EI 連帯資金を通じ、Eğitim Sen は支援を必要とする地

域にライフラインを設置し、避難民を施設に収容し、食料、水、毛布、テント、シェルターとして

機能するコンテナなどの緊急支援物資を届けることができました。 
 
トルコ政府は国の教育システム全体を２週間閉鎖しました。Eğitim Senは子どもたちのメ

ンタルヘルスについて懸念を表明しています。また、震災の影響を受けた地域では、何百も

の学校が損壊し、労働組合の事務所も再建しなければならない状況にあります。 
 
トルコ・シリア以外にも、ウクライナ、ミャンマー、アフガニスタンなどへの追加支援も不可欠

で、日教組では国際連帯カンパを活用して支援のとりくみを行います。 

積極的なご協力をよろしくお願いいたします。 

ご家族やご友人、職場のなかまにもぜひ呼びかけを！ 

100円/１口、ＰａｙＰａｙご利用可能な方は、右のQRコード 

（４/12・15：00まで有効）よりカンパ可能です。 

会
で
の
校
長
交
渉
や
校
務

運
営
に
対
す
る
申
し
入
れ

を
行
え
る
よ
う
、
本
部
か

ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

「
女
性
参
画
が
な
か
な
か

進
ん
で
い
な
い
。
次
期
推

進
計
画
策
定
に
向
け
て
、

意
見
・
提
案
を
お
願
い
し

た
い
」
等
答
弁
を
行
い
、

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
清
家
書
記
次

長
よ
り
各
会
計
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。 

全
て
の
議
案
は
全
会
一

致
で
提
案
通
り
可
決
さ

れ
、
年
度
当
初
の
と
り
く

み
を
決
定
し
ま
し
た
。 


